
広告

初
冬
か
ら
早
春
は
、
生
い
茂
っ
て

い
た
葉
が
落
ち
、
蜂
や
蛇
な
ど

も
姿
を
消
す
時
期
で
山
城
（
城
跡
）
を

見
学
す
る
に
は
最
適
で
す
。

　

山
城
見
学
の
楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ

ま
。
山
城
な
ら
で
は
の
地
形
造
成
や
石

積
み
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
歴
史
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

程
よ
い
高
低
差
の
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
落
葉
を
踏
む
音
、
澄
み
き
っ

た
空
気
や
景
色
を
味
わ
う
な
ど
、
冬
で

も
森
林
浴
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
歴
史
体
験
・
運
動
・
気
分

転
換
な
ど
、
ご
自
身
に
あ
っ
た
楽
し
み

方
で
、
ぜ
ひ
小
倉
城
跡
の
見
学
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　

現
地
に
は
説
明
板
が
あ
り
、
配
布

ボ
ッ
ク
ス
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
お
い

て
あ
り
ま
す
。
大
福
寺
駐
車
場
か
ら

本ほ
ん
ぐ
る
わ

郭
ま
で
登
り
坂
を
約
10
分
、
見
学
を

含
め
所
要
時
間
は
約
１
時
間
で
す
。
頂

上
（
標
高
１
３
６
ｍ
）
か
ら
は
東
方
眼

下
に
菅
谷
館
跡
、
遙
か
遠
く
に
は
松
山

城
跡
が
眺
望
で
き
、
絶
好
の
ビ
ュ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
倉
城
跡
は
、
と
き
が
わ
町
が
誇
る
戦
国
時
代

の
山
城
跡
で
、
平
成
20
年
に
比
企
城
館
跡
群
の
一

つ
と
し
て
菅
谷
館
跡
・
松
山
城
跡
・
杉
山
城
跡
と

と
も
に
国
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。
城
主
は
、

小
田
原
北
条
氏
の
重
臣
遠
山
氏
と
す
る
説
と
松
山

城
主
上
田
氏
と
す
る
二
説
が
あ
り
ま
す
。

　

城
跡
は
、
田
黒
地
内
の
小
倉
地
区
に
あ
り
、
蛇

行
す
る
槻
川
と
周
囲
の
山
々
が
天
然
の
要よ

う
が
い害
（
地

勢
が
け
わ
し
く
敵
を
防
ぐ
の
に
適
し
て
い
る
所
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
大
の
特
徴
は
、
戦
国
時
代

の
武
蔵
国
で
は
他
に
類
を
見
な
い
大
規
模
な
石
積

み
が
随
所
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
本
郭

か
ら
東
に
は
菅
谷
館
や
大
蔵
宿
、
遙
か
遠
く
に
は

松
山
城
、
西
に
は
青
山
城
を
目
視
で
き
る
絶
好
の

位
置
関
係
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

比
企
地
域
に
小
田
原
北
条
氏
が
進
出
す
る
前
後

で
優
れ
た
城
郭
構
造
を
今
に
伝
え
る
山
城
と
し
て

評
価
が
高
い
も
の
で
す
。

　

発
掘
調
査
の
成
果
で
は
、
天
文
か
ら
永
禄
年
間

（
１
５
３
２
～
１
５
７
０
）
頃
に
盛
期
を
迎
え
、
天

正
年
間
（
１
５
７
３
～
１
５
９
２
）
後
半
頃
に
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
ま
す
。
山

麓
部
に
は
、
城
下
集
落
が
存
在
し
た
よ
う
で
、
山

麓
の
集
落
と
中
腹
以
上
の
城
郭
の
二
元
構
造
が

あ
っ
た
も
の
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
調
査

の
進
展
に
よ
り
そ
の
解
明
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

案内図（田黒地内・小倉地区）

郭３の大規模な石積み

遺構配置図 小
倉
城
跡

小倉城跡に
行ってみよう！
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